
  

 

あけましておめでとうございます 

 校長  山口 嘉徳 

 

2026年、令和 8年が始まりました。皆様のご健勝とご多幸をお祈り申し上げます。 

旧年中は本校の教育活動や 100 周年記念行事にご理解・ご協力をいただき、ありがとうござ

いました。 

新しい年のはじまりにあたり、「今年は、○○を頑張ろう」と決意を新たにされたことだと思いま

す。また、家族のそれぞれの思いについて話されたご家庭も多いのではないでしょうか。しかし「明

日から」と先延ばししてしまうことはありませんか。大切なのは、決めたらすぐ始めることです。始め

れば方法や時間の工夫が自然に生まれます。強い意志と最初の一歩を踏み出す勇気が肝心で

す。 

失敗しても諦めず、方法を変えて挑戦しましょう。無駄だと思った経験も次の工夫に生きます。再

度の失敗を恐れず、次の一歩を踏み出すことが重要です。人は何度でも新しい道を歩めるのです

から。 

次の一歩を踏み出すとき、周りの人の支援が影響すると考えます。それは、その人への「前向き

な期待」です。つまずきに対して、「何やっているの。全然だめ。何も変わっていないじゃない。」と言

うのと、「できてはいないけれど、以前に比べればできてきたよ。きっともっと変わっていくに違いな

い。これからが楽しみだよ。」と言うのとでは、どちらが次に向けて歩もうと思えるでしょうか。当然

あとの言い方です。マイナスのことだけにとらわれず、プラスのことに目を向けた言い方は心に響

き、次の一歩を踏み出そうとしている背中をポンと押してくれます。「前向きな期待」をもって接する

ことは、相手へのあたたかい対応や言葉がけにつながります。そして、その人の成長をうながしま

す。このことは、大人にも子どもにもあてはまることです。そして、頑張ろうとしている子どもと周囲の

大人のかかわりに置き換えたとき、子どもへの「前向きな期待」がその子の成長に大きな影響を与

えるのです。 

子どもたちの思いに寄り添い、「前向きな期待」で支え、一歩を 

踏み出す勇気を与えられるよう、教職員一丸となって取り組みます。 

今年も皆様と共に、子どもたちの健やかな成長を育んでいきます。 

今年もよろしくお願いいたします。 
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〇募金へのご協力、 

ありがとうございました。 

１１月２５日から１２月１日の間に行っ

た「赤い羽根共同募金」へのご協力、誠

にありがとうございました。募金をした児

童には、赤い羽根が配られました。総額

で３２,１９４円、集まりました。地域福祉

活動や災害時の支援に使われます。 

〇１２月３日（木） 

６年生が、小学校最後の校外学習とし

て都内見学に行きました。 

 

 

Google東京渋谷オフィス見学 国会議事堂見学 

〇１２月１６日（火） 

わかば級は、キッザニア東京へ遠足に行

き、様々な職業体験をしました。 

 

 

  

〇１２月２３日（火） 

朝会に、あさひ会（PTAOB会）の尾身会長が来

校されました。あさひ会より寄贈されたボール 

（校庭遊び用５０個）の贈呈式が行われました。

計画委員会の児童が代表としてボールを受け

取りました。 

来年度の学級割り当てのボールとして、大切

に使わせていただきます。今年度の６年生につ

いては、学年集会等での使用を考えています。 

 

 
 



  

 

  

 

 

  

〇給食当番

のマスクにつ

きまして 

 給食当番

を行う際は、

マスクを着用

します。マス

クを忘れない

ためにも予備

のマスクのご

準備をお願

いします。マ

スク忘れをし

ないために、

ランドセルの

ファスナーの

ついたポケッ

トに予備のマ

スクを数枚入

れておくなど

工夫している

お子さんも見

られますので

参考にしてく

ださい。 ま

た、マスクを

忘れた場合

には、学校か

らマスクの貸

し出しも行っ

ています。お

子さんが学

校からマスク

を貸し出され

た場合には、

1枚1枚個包

装のマスクの

返却をお願

いします。 


